




要約:先天性肺炎および慢性肺疾患の原因もしくは悪化させる一因としてサイトメガロウ

イルス(以下 CMV)感染症がどの程度関与しているかを、polymerase chain reaction(以下

PCR)法を用いて検討した。結果は 1500g 未満の 34 例のうち 2例に陽性であり、陽性検体は

いずれも尿であった。1例は CMV 肺炎と診断し治療した。本法は CMV の迅速(所用時間約 4

時間)および高感度の診断法として有用であった。今後は感度と特異性の点でさらに改善す

る必要がある。 


